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泥の中の熱戦 四半世紀の歴史に幕
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8 月
17 日 南楽荘盆踊り大会

18日 愛南町の医療にふれる会

19日 大久保山土地改良区理事会、南宇和高校同窓会

21日 御荘夏まつり

26 日 「えひめのミカタ」収録

27日 愛媛経済同友会納涼会（松山市）

28日 愛
え が お

顔つなぐえひめ国体愛南町実行委員会第 1回総務専門委員会、水産業振興懇話会

29日 9 町長と地域の未来をささえる世代との交流会（松山市）

31日 知事との意見交換会（宇和島市） など

　

9月
  1日 宇和島地区広域事務組合議会定例会（宇和島市）

  3日 内外情勢調査会宇和島支部懇談会（宇和島市）

  4日～ 5日 企業立地フェア（大阪市）

  9日 南宇和森林組合通常総代会

14日 土地改良事業団連合会理事会（松山市）

15日 南レク定時取締役会・臨時株主総会（松山市） など

愛は南から

町長の行動

　南宇和理容美容組合(吉村則
の り お

男代表)では、仕事を通して地域社会に貢献しようと毎年「敬老の日」

を前に、町内6か所の老人福祉施設でカットボランティアを行っています。

　今年は9月 14日 (月 )に行われ、参加した理美容師の皆さんが、お年寄りにやさしく声をかけ

ながら手際よく整髪していました。吉村会長は、「お年寄りの方々の喜ぶ顔を見ると我々の活力に

もつながる」と充実感をにじませ笑顔で話してくれました。
【参加された方々 (敬称略、順不同 )】

山本安
あ た か

宅、久德耕
こ う い ち

一、鎌田順
じ ゅ ん こ

子、円城寺正
た だ と し

敏、本多計
か ず ふ み

章、岩井安
や す み

美、猪野房
ふ さ こ

子、山本淳
じ ゅ ん こ

子、平田

真
ま い こ

衣子、稲田りえ、菊池高
た か ゆ き

幸、吉田浩
ひ ろ ふ み

史、瀧口賢
け ん い ち

一、髙橋祐
ゆ う き

樹、船平丘
た か こ

子、二宮千
ち か

香、宮本節
せ つ こ

子、

二宮ふさ美
み

、谷口ヒロ子
こ

、吉村則
の り お

男、山中知
と も お

雄、幸田達
た つ ん ど

人、松本久
ひ さ や

也、山本一
か ず な り

成、立石和
か ず こ

子、宇

都宮 悦
え つ

、宇都宮典
の り こ

子、宇都宮真
ま き

樹、末広信
し の

乃、山口文
ふ み か

香 (合計30名 )
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          町内のトピックス、お知らせします。TOWNコミュ
　陸上から空気

が送られる特殊

なヘルメットを

被ることで、誰

でも海中散歩が

楽しめる「シー

ウォーカー」。期

間中、約700人が

鹿島の美しい海

中を散策しまし

た。(7/18 ～ 9/27

※ 9 月は土、日

曜日のみ )

　あいなん小児医療を守る会主催の「第4回あい

なん医療研修会」が、御荘文化センターで実施さ

れました。研修会では、町保健福祉課職員から地

域医療の現状についての報告などがあったほか、

兵庫県立柏原病院の小児医療を守る会の支援者で、

丹波新聞社記者の足立智
と も か ず

和氏の講演が行われまし

た。(9/5)※P18のコラムもご覧ください。

　今年の「街道灯籠祭り愛南」の最後を飾る『山

街道をゆく』が、山出地区で開催されました。同

地区の棚田には手づくりの竹灯籠約500個がボラ

ンティアの皆さんにより設置され、日暮れととも

に幻想的な灯りが浮かび上がりました。(9/12)

　運動会シーズンを迎え、町内の小中学校や保育

所などで運動会が開催されました。子どもたちは全

力で競技や演技を行い、その元気いっぱいの姿に、

保護者などから大きな声援と拍手が送られました。

(9/12～ )

　全国各地の予選を勝

ち抜いた36チームが参

加して、松山市で「第

18回俳句甲子園」が開

催されました。本誌 8

月号で紹介した宇和島

東高校チームは、決勝

トーナメント1回戦で

大会常連校の開成高校

A(東京都 )に惜敗しま

したが、兵頭輝
ひ か り

さん (3

年、家串 )の「号砲や飛

び出す一塊の日焼」が

大会最優秀句（文部科学

大臣賞）に選ばれました。

(8/22、23)

　10月25日 (日 )に開催が予定されている「ふる

さと一本松祭」の会場周辺にきれいなヒマワリを

咲かせようと、広見地域資源保全隊 (佐藤謙
け ん き ち

吉代表 )

が、一本松小学校5年生25人の協力を得てヒマワ

リの苗の植え付けを行いました。(9/1)
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　毎月10日はイカの日である。なぜ10日なのか、イカ
をよく知っている人ならピンとくるだろう。そう、イカ
の足が10本あることからこの日が決められた。
　足というが、海の中で歩いたり走ったりすることはで
きない。人間の手のような働きをしているので、正式に
は腕 (うで )と呼ぶ。その中で特に長く伸びる 2本を使
いエビや魚を捕まえる。そして、残りの8本で抱え込み、
逃げられないようにしてからじっくりと食事をする。イ
カは2種類の腕を上手に使い分けている。
　腕は体を大きく見せるときにも使われる。写真のアオ
リイカも腕をいっぱいに広げて、写真を撮る私を威嚇し
ている。(ちっとも怖くないが・・・。)
　イカを食べる機会があれば、足ならぬ腕の違いをじっ
くりと観察してみてほしい。

（撮影地 :瀬の浜）            愛南サンゴを守る会 西尾知
とも て る

照

本日! 海日和!!  　 「イカの腕前」vol59

「みきゃん」と一緒
に「えがおダンス」
7～

写真

4

　愛顔
えがお

つなぐえひめ国体・え

ひめ大会のイメージソング『え

がおは君のためにある』に振

り付けをした「えがおダンス」

を運動会の種目に採用した町

内の小学校に、「みきゃん」率

いる「えがおダンス応援隊」

が訪問しました。

　運動会を間近に控えた児童

たちは、同国体のマスコット

も務める「みきゃん」と一緒に、

元気よく笑顔いっぱいに「え

がおダンス」の練習で汗を流

しました。

アオリイカ

写真

5

　愛南町での今年最後の夏祭りとなる「御荘夏まつり」

が、平城商店街周辺で開催されました。

　御荘夏まつりは、平城小トランペット鼓隊のオープ

ニングパレード、愛南サンバに合わせた小中学生や各

種団体による踊りパレードなどで賑やかに幕を開け、

会場周辺が浴衣姿の親子連れなどで賑わいました。

　また、僧都川河川敷や観自在寺境内には特設ステー

ジが設けられ、「B&Gキッズダンス」などによるダン

スの披露や、福浦小学校による「風の子太鼓」の演奏

などが行われました。 

　祭りのフィナーレには壮麗な花火大会もあり、多く

の観客を魅了しました。

写真

6
サンバなどで盛り上がる

今年最後の夏祭り

8/

21

9/
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　増田地区の安養寺境内で多
くの見物客が見守るなか、県
指定無形民俗文化財の「はな
とりおどり」が古式ゆかしく
奉納されました。
　この踊りは地域で 400 年
以上にわたって伝わってきた
とされ、同寺に祀られている
「高

こ う や ま そ ん し ん

山尊神」への奉納と、イノ
シシ退治で犠牲となった「ち
よぼし弥三郎」の供養、増田
地区の安全祈願を願って毎年
旧暦7月11日に行われていま
す。

増田の
はなとりおどり

8/

24

　南海トラフ巨大地震により
甚大な津波被害が予想される
愛南町において、地域住民が
自らの命を守る取組を支援す
るため、県南予地方局主催に
よる「南予津波被害防止支援
事業 (全 4回 )」が東海公民館
を主会場に実施されています。
　3回目の開催となった今回
はタウンウォッチングを行い、
東海地域自主防災会が中心と
なって1、2回目の開催時に作
成した防災マップの見直しを
行いました。
　次回は、避難訓練実施後に
避難経路などを取りまとめ、
事業の総括を行う予定です。

津波から身を守る
ために

9/

5

写真

2

1

2 4

　八朔 (旧暦 8月 1日 )の恒

例行事「緑八朔相撲」が緑ふ

れあい広場土俵で開催され、

小学生の部に約60人、一般

の部には中高生を含む約 30

人が参加しました。

　小学生の部 (個人戦、団体

戦 )に続いて行われた一般の

部では、団体戦のほか、勝て

ば連続して取組を行う三番

勝、五番勝などの宮相撲形式

での個人戦が行われ、迫力あ

る取組に会場から大きな歓声

と拍手が飛び交いました。

伝統ある緑八朔
相撲で豊作願う
5
9/

写真

1
写真

3

3

6

5

長月小学校での「えがおダンス」の練習風景
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泥
の
中
の
熱
戦 

四
半
世
紀
の
歴
史
に
幕

　
愛
南
町
と
高
知
県
宿
毛
市
の
県
境
に
位
置
す
る
篠
南
地
域
を
四
半
世
紀
に
わ
た
り
盛
り
上
げ
て
き

た
「
県
境
篠
山
騒
動
ど
ろ
ん
こ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が
、
25
回
目
を
迎
え
た
今
回
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
愛
南
町
正
木
と
宿
毛
市
山
北
の
両
地
区
住
民
で
つ
く
る
「
篠
山
ク
ラ
ブ
」（
松
本
仁ひ

と

し志
会
長
）
を

中
心
に
、
地
元
有
志
が
過
疎
化
の
進
む
篠
南
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
歴
史
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化
や
人
手
不
足
な
ど
を
理
由
に
、
苦
渋
の
決
断
と
な
り
ま
し
た
。

　
幕
引
き
を
惜
し
む
か
の
よ
う
な
大
雨
の
中
、
一
般
、
女
子
の
両
部
に
計
49
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
最
後
の
大
会
に
ふ
さ

わ
し
い
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
最
後
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
の
は
、
一
般
の
部
が
「
フ
ァ
ン
タ
痔
ス
タ
B
L
A
C
K
」、
女
子
の
部
は
「
2
代
目
ど

ろ
ん
こ
ボ
ン
バ
ー
ズ
」
で
し
た
。
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裏方さんも大忙し
　大会前日には、
篠山クラブの会員
や地元住民の皆さ
んが、20名余りで
コートづくりを行
いました。コート
から水が漏れない
ように畦を作り、
草刈りやトラク
ターでの耕うんな
ど、一日がかりの
大仕事です。

　正木地区の製材

所から提供された

ヒノキ材に筆を入

れ、表彰状に仕上

げるのは清家寛
ひ ろ お

大

さん（赤水）。温か

みのあるこの表彰

状を目当てに優勝

をめざすチームも

あったそうです。

　
ど
ろ
ん
こ
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
今
回
の
第
25

回
目
を
も
ち
ま
し
て
、
残
念
で
は
あ
り
ま
す

が
終
了
し
ま
す
。

　
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

25
年
も
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
場

と
な
る
田
ん
ぼ
を
快
く
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た

地
権
者
の
皆
様
、
朝
早
く
選
手
の
お
弁
当
を

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
正
木
婦
人
会
の
皆
様
、

大
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
、
多
大

な
る
寄
附
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ
ン

サ
ー
の
皆
様
、
そ
し
て
、
泥
ま
み
れ
に
な
り

な
が
ら
、
す
ば
ら
し
い
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く

れ
た
選
手
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
た
ち
が
優
勝
し
た
25
年
前
の
第
1
回

目
の
大
会
は
、
出
場
チ
ー
ム
が
16
チ
ー
ム
で

し
た
。
今
で
は
50
に
近
い
チ
ー
ム
が
参
加
す

る
賑
や
か
な
大
会
と
な
っ
た
だ
け
に
、
今
回

で
終
了
す
る
の
が
非
常
に
残
念
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
大
会
を
25
年
も
運
営

し
て
こ
ら
れ
た
篠
山
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　
ぼ
く
た
ち
の
チ
ー
ム
も
年
齢
に
は
勝
て
ず

1
回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
完
全
燃
焼
で

き
ま
し
た
。

第
1
回
大
会
優
勝

「
山
出
青
壮
年
ク
ラ
ブ
」

　
代
表 

大
森
貴た

か

ふ

み史
さ
ん

篠
山
ク
ラ
ブ

　
会
長 

松
本
仁ひ

と

し志
さ
ん

　泥田の中に置かれた1本の旗をい
ち早く手にするのは誰か。「どろんこ
フラッグス」でも、子どもから大人
まで、真剣勝負。
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実質公債比率の推移
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119.2
98.7 75.8

45.7 34.1 22.9 15.352.3

400.0

350.0

300.0

250.0

200.0

150.0

100.0

50.0

0.0

％

平成
19年度

愛南町
早期健全化基準

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
24年度

◎指標の推移は、次のとおりです

町からのお知らせ

健全化判断比率(4つの指標)は、次のとおりです

愛南町 実質赤字比率（％） 連結実質赤字比率（％） 実質公債費比率（％） 将来負担比率（％）

平成26年度決算 － －   9.5 15.3

平成25年度決算 － － 11.0 22.9

平成24年度決算 － － 12.1 34.1

早期健全化基準 13.25 18.25 25.0 350.0 

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 

　愛南町の指標の数値が、早期健全化基準や財政再生基準を1つでも上回れば、財政健全化計画の策定が義
務付けられたり、地方債の起債が制限されたりするようになります。

　町の財政状況は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、次の財政指標で判断さ

れることとなっています。この法律は、地方公共団体の財政の健全性に関する比率の公表制度

を設け、早期の段階で財政の規律強化を図ることを目的としており、今までの普通会計のみな

らず、特別会計や一部事務組合、第三セクターなども対象としています。

◎４つの指標の内容は、次のとおりです

実 質 赤 字 比 率

実質収支（赤字の場合）の標準財政規模に対する割合で、黒字であれば実質赤字比率はな
しと考えます。
※実質収支とは、歳入と歳出の差引額から翌年度に繰り越すべき財源（繰越明許費等）を
控除したものです。

連結実質赤字比率
全会計を対象とした実質赤字（又は資金不足額）の標準財政規模に対する比率をいいま
す。

実 質 公 債 費 比 率

一般会計等が負担する地方債の元利償還金に加え、特別会計や一部事務組合などへの公
債費のための繰出金・補助金等（準元利償還金）も含めた実質的な公債費の標準財政規模
（元利償還金等に係る基準財政需要額算入額を除く。）に対する比率（3か年平均）をいいま
す。

将 来 負 担 比 率
地方債現在高や退職手当の負担見込額、第三セクター等に対する債務負担見込額など、
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模（元利償還金等に係る基準財
政需要額算入額を除く。）に対する比率をいいます。

※標準財政規模：地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の総額(規模)です。
　なお、愛南町における平成26年度の標準財政規模（臨時財政対策債を含む。）は、105億75万4千円です。

愛南町の平成26年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します
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◎各指標の対象となる会計等の範囲は、次のとおりです
健全化判断比率

一般会計 普通会計

特別会計 公営事業会計

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクター

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

◎基準を超えた場合に義務付けられる内容は、次のようなものがあります
　各基準を1つでも超えると次のような義務が課せられます。

健全段階 早期健全化段階 財政再生段階

◎指標整備と情報開示の徹底

４つの指標について、監査委

員の審査に付し意見を付けて

議会に報告し公表

◎自主的な改善努力による財政健全化

・財政健全化計画の策定(議会の議

決)、外部監査の要求の義務付け

・計画の実施状況を毎年度議会に報

告し公表

・早期健全化が著しく困難と認めら

れるときは、総務大臣又は知事が必

要な勧告

◎国等の関与による確実な再生

 

・財政再生計画の策定(議会の議決)、

外部監査の要求の義務付け

・災害復旧事業等を除き、地方債の

起債を制限

・財政運営が計画に適合しないと認

められる場合等においては、予算の

変更等を勧告

健全財政 財政悪化

◎資金不足比率の内容は、次のとおりです

資金不足比率 公営企業ごとの資金の不足額の事業規模に対する比率をいいます。

※資金の不足額：流動負債＋建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こした地方債の現在高－流動資産
※事業規模：営業収益の額－受託工事収益の額

資金不足比率（公営企業における指標）は、次のとおりです

特別会計の名称 資金不足比率(%) 経営健全化基準(%) ※資金不足比率が経営健全
化基準を超えた場合は、健
全化判断比率が早期健全化
基準を超えた場合に準じた
対応が求められます。

上水道事業会計 －

20.0

病院事業会計 －

簡易水道特別会計 －

小規模下水道特別会計 －

浄化槽整備事業特別会計 －

旅客船特別会計 －
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商談の様子

愛
大
医
学
生
、愛
南
の
地
域
医
療
に
つ
い
て
学
ぶ

■
保
健
福
祉
課
か
ら

体
力
・
運
動
能
力
調
査
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■
生
涯
学
習
課
か
ら

愛
南
漁
協
、シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
で

　
　
　
　
本
町
の
水
産
物
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

■
水
産
課
か
ら

愛南漁協ブース

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

　
愛
南
町
に
お
け
る
地
域
医
療
や
予

防
医
学
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
愛
媛
大
学
医
学
部
の
医
学
科
や

看
護
学
科
の
学
生
を
対
象
に
「
愛
南

町
の
医
療
に
ふ
れ
る
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
会
で
は
、
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

町
長
が
愛
南

町
の
豊
か
な
風
土
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

愛
媛
大
学
医
学
部
地
域
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
の
高
橋
敏と

し

明あ
き

准
教
授
が
地
域

医
療
の
現
状
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
県
立
南
宇
和
病
院
の
鶴
岡
高た

か

志し

院
長
や
御
荘
病
院
の
長
野
敏と

し

宏ひ
ろ

院
長

ほ
か
３
名
の
先
生
方
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
本
町
の
地
域
医
療
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
会
終
了
後
に
は
、
県
立
南
宇
和
病

院
や
医
師
会
の
先
生
方
と
の
懇
親
会

も
開
か
れ
、
学
生
は
地
域
医
療
に
携

わ
る
医
師
や
看
護
師
か
ら
生
の
声
を

聞
き
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
将
来
の
医
療
を
担
う
学
生
た
ち
が

愛
南
町
で
過
ご
し
た
時
間
は
、
地
域
医

療
に
つ
い
て
考
え
る
意
義
深
い
時
間
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

   8/
   18、19

日
時
　
10
月
21
日（
水
） 

18
時
30
分
〜

場
所
　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館

対
象
者
　
20
〜
64
歳
ま
で
の
男
女

種
目  

握
力
、
反
復
横
と
び
、
20
ｍ

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン（
往
復
持
久
走
）な
ど

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
２

　
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ

た
「
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
に
愛

南
漁
協
が
出
展
し
、
町
内
で
生
産
さ

れ
る
水
産
物
を
出
品
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
愛
媛
県
か
ら
「
水
産

王
国
愛
媛
」
と
し
て
提
供
さ
れ
た

ブ
ー
ス
で
、
県
内
23
の
水
産
業
者
が

会
場
を
訪
れ
た
流
通
業
や
飲
食
店
、

量
販
店
な
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
に
商
品
の

説
明
や
試
食
を
行
い
な
が
ら
商
談
を

展
開
し
ま
し
た
。

　
愛
南
漁
協
は
、
養
殖
マ
ダ
イ
・
ブ

リ
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
、
イ
ワ
ガ
キ
、
ヒ
ジ

キ
、
ア
コ
ヤ
貝
柱
、
イ
サ
キ
、
鍋
用

に
加
工
し
た
ク
エ
、さ
ら
に
は
、新
養

殖
魚
の
ス
マ
と
サ
ツ
キ
マ
ス
（
ア
マ

ゴ
）
を
出
品
し
ま
し
た
。
バ
イ
ヤ
ー

と
の
商
談
で
は
、
新
養
殖
魚
の
ス
マ

へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
ほ
か
、
全
国

的
に
生
産
量
が
少
な
く
需
要
が
あ
る

ヒ
オ
ウ
ギ
貝
や
イ
ワ
ガ
キ
、
お
歳
暮

商
材
と
し
て
需
要
が
見
込
め
る
加
工

品
の
ク
エ
な
ど
が
、
具
体
的
な
話
に

繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
出
展
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
も

兼
ね
て
町
職

員
２
名
も
同

行
し
ま
し
た
。

早
速
注
文
を

い
た
だ
い
て

い
る
も
の
も

あ
り
、
今
後

の
販
促
が
期

待
で
き
そ
う

で
す
。

   8/
   19～21
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
通
知
カ
ー
ド
）を
お
届
け
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

通知カード（表） イメージ

個人番号カード（裏） イメージ

個人番号カード（表） イメージ

　
愛
南
町
の
全
町
民
を
対
象

に
、
各
個
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
し
た「
通
知
カ
ー
ド
」を

簡
易
書
留
郵
便
に
よ
り
世
帯
単

位
で
郵
送
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
11
月
配
達
予
定
で

す
。

１
．「
通
知
カ
ー
ド
」
が
届
い
た
ら

  

カ
ー
ド
を
大
切
に
保
管
す
る

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
生
涯
変
わ
り

ま
せ
ん
。
通
知
カ
ー
ド
を
紛
失
し
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
再
交

付
の
際
は
有
料
に
な
り
ま
す
。）。

 
各
種
手
続
き
の
際
に
利
用

　
社
会
保
障
、
税
の
手
続
き
の
ほ

か
、
転
居
や
婚
姻
な
ど
、
カ
ー
ド
の

記
載
内
容
が
変
更
に
な
る
と
き
に
も

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

 

勤
務
先
へ
の
提
示

　
会
社
が
税
や
社
会
保
障
関
係
の
手

続
き
を
す
る
と
き
、
従
業
員
や
そ
の

家
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

 

知
ら
な
い
人
に
教
え
な
い

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
不
正
に
利
用
さ

れ
な
い
た
め
、
慎
重
に
取
り
扱
っ
て

く
だ
さ
い
。

２
．
申
請
す
れ
ば
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

 

（
平
成
28
年
1
月
か
ら
）

　
送
付
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
の

封
筒
に
は
、
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

の
申
請
書
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付
を
希

望
す
る
方
は
、
こ
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
顔
写
真
を
貼
っ
て

送
付
用
封
筒
で
郵
送
す
る
と
、
無
料

(

再
交
付
の
際
は
有
料)

で
交
付
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
身
分
証
明
書
と
し
て

使
用
で
き
る
な
ど
、
様
々
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
詳
し
く
は

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

０
５
７
０
―

２
０
―

０
１
７
８
ま
で

問
合
せ 

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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「
あ
い
な
ん
〝
活
き
生
き
〞

推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
す

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
財
産
管
理
課
か
ら

島田洋七さん

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
独
居

や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加
し
、

家
庭
内
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
の

力
が
弱
ま
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
愛

南
町
で
は
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
を
共
に
考
え
て
い
こ

う
と
、
「
あ
い
な
ん
〝
活
き
生
き
〞

推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
佐
賀
の
が
ば

い
ば
あ
ち
ゃ
ん
』
の
著
者
・
島
田
洋

七
さ
ん
が
「
笑
顔
で
い
き
ん
し
ゃ

い
！
」
と
題
し
た
講
演
を
行
う
ほ

か
、
「
ひ
ま
わ
り
一
座
」
に
よ
る
啓

発
劇
や
介
護
予
防
に
関
す
る
各
種
パ

ビ
リ
オ
ン
を
設
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
18
日(

日)

　
　
　
12
時
30
分
〜
16
時
10
分

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

種別 住宅名称及び所在地
構造
年月日

間取り 月額家賃 駐車場
地デジ
受信

公
　
営
　
住
　
宅

中原住宅（2階4号室）
城辺甲78番地 

RC造3階建
昭和46年

3DK
41.80㎡

7,800円～
11,700円

有 ◯

三島団地2号棟（2階2号室）
城辺乙669番地

RC造3階建
昭和49年

3DK
53.70㎡

8,200円～
12,200円

有 ◯

三島団地4号棟（1階3号室） 
城辺乙669番地

RC造3階建
昭和50年

3DK
59.30㎡

9,200円～
13,700円

有 ◯

八幡野団地Ａ－1棟（4階16号室）
御荘平城1448番地

RC造4階建
昭和50年

3DK
49.20㎡

8,800円～
13,100円

有 ◯

猪ノ尻西団地Ａ－1棟（1階3号室）
御荘平城2404番地

RC造3階建
昭和52年

3DK
53.70㎡

10,800円～
16,200円

有 ◯

中浦団地（1階1号室）（1階7号室）
中浦1677番地1

RC造3階建
昭和53年

3DK
56.30㎡

9,100円～
13,600円

有 ◯

上満倉住宅（1号室）
満倉1167番地2

木造2階建
平成6年

3DK
79.90㎡

15,100円～
22,600円

有 ※

須ノ川A団地（2号室） 
須ノ川351番地5

木造2階建
平成4年

3DK
77.75㎡

15,400円～
23,000円

有 ※

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

中串住宅（1号室）  
増田5027番地1

木造2階建
平成5年

3DK
94.31㎡

35,000円 有 ※

脇田団地Ａ棟（1階3号室）
柏369番地

RC造3階建
平成8年

3LDK
89.05㎡

38,000円 有 ※

脇田団地A棟（1階4号室） 
柏369番地

RC造3階建
平成8年

3LDK
88.93㎡

38,000円 有 ※

※テレビ難視聴地域ですので、ケーブルテレビ等への加入が必要です。
・単身者でも申込みできる場合もありますが、世帯を有している方を優先します。
・入居には連帯保証人が2名必要で、敷金は月額家賃の3か月分、共益費は別途必要です。なお、
入居まで多少時間のかかる住宅もあります。

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要（
左
表
の
と
お
り
）

申
込
受
付
期
間

　
10
月
13
日（
火
）〜
22
日（
木
）

入
居
者
資
格
　
（
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方
）

①
住
宅
に
お
困
り
で
、
町
内
に
居
住

を
希
望
す
る
方

※
持
ち
家
の
あ
る
方
は
原
則
と
し
て

申
込
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
公
営
住
宅
に
住
ん

で
い
る
方
は
公
営
住
宅
へ
の
入
居
資

格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は「
暴
力

団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
」第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
を
い
い
ま
す
。

④
収
入
基
準（
月
額
所
得
）

【
公
営
住
宅
】
15
万
８
千
円
以
下
の
方

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

　
15
万
８
千
円
以
上

　
　
　
　
〜
60
万
１
千
円
以
下
の
方

申
込
み

　
団
地
（
住
宅
）
ご
と
で
の
申
込
み
と

な
り
、
財
産
管
理
課
又
は
各
支
所
で

入
居
の
申
込
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

問
合
せ

　
財
産
管
理
課 

℡
７
２
―

７
３
１
０

問
合
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

℡
７
２
―

７
３
２
５
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指
定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

■
総
務
課
か
ら

予
防
接
種
で
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
を

■
保
健
福
祉
課
か
ら

　
こ
れ
か
ら
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
時
期
で
す
。
感
染
予
防

に
は
、

①
人
ご
み
に
近
づ
か
な
い

②
手
洗
い

③
う
が
い

④
マ
ス
ク
の
着
用

　
な
ど
を
普
段
か
ら
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。

接
種
後
、
ワ
ク
チ
ン
の
免
疫
が
で
き

る
ま
で
に
は
２
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
接
種
を
し
ま
し
ょ

う
。

【
愛
南
町
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
事
業
】

 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
事
業　

対
象
者

・
65
歳
以
上
の
方

・
60
〜
64
歳
ま
で
で
、
病
気
に
よ
り

身
の
周
り
の
生
活
が
極
度
に
制
限
さ

れ
る
方
（
病
気
等
を
証
明
す
る
障
害

者
手
帳
や
主
治
医
の
指
示
書
が
必
要

で
す
。）

接
種
期
間
　

　
10
月
15
日（
木
）〜
12
月
31
日（
木
）

接
種
料
金
　
無
料
（
た
だ
し
、
事
前

に
申
込
み
が
必
要
で
す
。）

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
補
助
事
業　

対
象
者

　
愛
南
町
に
住
所
の
あ
る
生
後
６
か

月
以
上
64
歳
以
下
の
方

補
助
額

　
接
種
料
金
実
費
負
担
額
の
う
ち
上

限
１
，０
０
０
円
を
補
助

申
請
方
法

　
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
城
辺
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
又
は
各
支
所
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
書
類

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
（
申
請

窓
口
に
あ
り
ま
す
。）

・
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書

（
接
種
者
氏
名
・
接
種
日
・
予
防

接
種
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

・
印
鑑

・
振
込
口
座
の
わ
か
る
通
帳
な
ど

申
請
期
限

　
予
防
接
種
を
受
け
た
日
か
ら
１
年

以
内

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
愛
南
町
で
は
、
平
成
28
年
３
月
末
を
も
っ
て
指
定
管
理
期
間
が
満
了
と
な

る
次
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
み
し
ょ
う
Ｍ
Ｉ
Ｃ

　（
御
荘
平
城
４
２
９
６
番
地
１
）

■
旅
客
船
及
び
観
光
案
内
待
合
所

　（
船
越
１
５
９
９
番
地
）

募
集
締
切
日
　
10
月
20
日
（
火
）

　
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
団

体
に
限
ら
れ
ま
す
。
申
請
様
式
等

は
、
愛
南
町
役
場
総
務
課
又
は
商
工

観
光
課
で
配
付
し
ま
す(

町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で

き
ま
す
。)

。

申
請
書
の
提
出
先
　
総
務
課
又
は
商

工
観
光
課

指
定
管
理
者
の
決
定
　
指
定
管
理
者

は
、
愛
南
町
指
定
管
理
者
選
定
委
員

会
で
選
定
基
準
に
基
づ
き
総
合
的
に

判
断
し
た
う
え
で
候
補
者
の
選
定
を

行
い
、
議
会
の
議
決
を
経
て
決
定
さ

れ
ま
す
。

問
合
せ  

　
総
務
課 

℡
７
２
―

１
２
１
１

　
商
工
観
光
課 

℡
７
２
―

７
３
１
５
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医療費助成制度についてお知らせします
■町民課から

行
政
相
談
週
間
と
特
設
行
政
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
総
務
課
か
ら

問合せ　町民課 ℡７２ ―７３００

重度心身障害者医療費助成制度 ひとり親家庭医療費助成制度

内容
重度心身障害の方が医療機関で受診し
た場合に医療費の一部を助成する制度
です。

ひとり親家庭の方が医療機関で受診し
た場合に医療費の一部を助成する制度
です。

対象

①身体障害者手帳1級・2級の交付を受
けている方
②療育手帳A判定の交付を受けている
方
③身体障害者手帳3級～6級に該当し、
療育手帳B（医）判定の交付を受けて
いる方

①ひとり親家庭の親及び20歳未満の子
②ひとり親家庭の20歳以上の子で大学
等に在学中の方
③準ひとり親家庭（祖母と孫、祖父と
孫、姉と弟妹、兄と弟妹）
　①～③の対象のうち子どもの生計を
維持していること、親等に所得税が課
税されていないことが条件です。

申請に必要
なもの

健康保険証、印鑑、身体障害者手帳又
は療育手帳

健康保険証、印鑑、転入の場合は前住
所地の所得課税証明書、子が20歳以上
の場合は在学証明書、戸籍謄本等（ひ
とり親であることが確認できるもの）
（前年度非該当の方で、年度が変わり
扶養や収入等の増減により所得税が非
課税になった場合は、新たに申請が必
要です。）

病院にかか
るとき

医療機関窓口に健康保険証と重度心身
障害者医療費受給者証を提示してくだ
さい。

医療機関窓口に健康保険証とひとり親
家庭医療費受給者証を提示してくださ
い。

愛媛県外の病院にかかるときは、一旦窓口で医療費を支払い、後日役場の担
当窓口で償還払いの申請をしてください。申請期限は診療の翌月から起算し
て6か月以内です。

届出が必要
なとき

・住所や氏名が変わったとき
・障害認定等級の変更があったとき
・更新手続きのとき　など

・住所や氏名が変わったとき
・子どもが20歳に達したとき
・更新手続きのとき　など

注意事項

ほかの公的医療制度(特定疾患、自立
支援医療など、国や県の制度)の資格
をお持ちの場合はそちらが優先されま
すので、医療機関窓口では「健康保険
証、重度心身障害者受給者証」のほ
か、ご自身がお持ちの受給者証も必ず
提示してください。

所得税は当分の間、年少扶養控除等廃
止前の規定を適用する経過措置を設け
ています。所得税の判定は控除廃止前
の規定によって再計算するため、源泉
徴収票等で課税状態である方も該当す
る場合がありますので、お気軽にご相
談ください。

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、
10
月
19
日
（
月
）

か
ら
25
日
（
日
）
ま
で
の
一
週
間
を

「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、
全
国

的
に
各
種
行
事
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
本
町
で
も
、
総
務
省
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
行
政
相
談
委
員
と
愛
媛
行
政
評

価
事
務
所
の
担
当
者
が
次
の
日
程
で

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
14
日（
水
） 

13
時
〜
15
時

場
所
　
城
の
辺
学
習
館

相
談
例
　
年
金
、
医
療
保
険
、
社
会

福
祉
、
生
活
衛
生
、
雇
用
・
労
災
保

険
、
登
記
、
交
通
安
全
な
ど

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

【
愛
南
町
の
行
政
相
談
委
員
】

　
木
谷
貞さ

だ

捷か
つ

氏（
柏
）

　
坂
尾
英え

い

治じ

氏（
御
荘
和
口
）

　
黒
澤
民た

み

彦ひ
こ

氏（
城
辺
甲
）

　
宮
下
建た

て

夫お

氏（
小
山
）

　
山
岡
島し

ま

子こ

氏（
船
越
）

問
合
せ

　

　
総
務
課 

℡
７
２
―

１
２
１
１
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柏坂へんろ道

癒
し
の
里 

四
国
の
道
を
歩
こ
う

「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海 

あ
い
な
ん
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
内
海
公
民
館
か
ら

被
用
者
年
金
一
元
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

■
町
民
課
か
ら

◆
松
尾
坂
へ
ん
ろ
道
コ
ー
ス

（
宿
毛
市
野
球
場
〜

観
自
在
寺 

ほ
か
２
コ
ー
ス
）

　
11
月
14
日
（
土
） 

８
時
30
分
〜
（
御

荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
総
合
開
会
式
を

行
い
ま
す
。）

※
今
回
か
ら
ゴ
ー
ル
が
観
自
在
寺
に

変
更
に
な
り
ま
す
。

◆
柏
坂
へ
ん
ろ
道
コ
ー
ス

（
愛
南
町
柏
〜

宇
和
島
市
津
島
町
畑
地
「
風
園
」）

　
11
月
15
日
（
日
） 

８
時
20
分
〜

（
DE
・
あ
・
い
・
21
で
開
会
式
を
行

い
ま
す
。）

※
今
回
か
ら
句
会
ラ
イ
ブ
の
会
場
が

DE
・
あ
・
い
・
21
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

  

税
務
課
等
か
ら

10
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

町

県

民

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

5期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

4期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

　
平
成
24
年
８
月
に
成
立
し
た
「
被

用
者
年
金
一
元
化
法
」
に
よ
り
平
成

27
年
10
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
厚

生
年
金
と
３
つ
の
共
済
年
金
（
国
家

公
務
員
共
済
組
合
、
地
方
公
務
員
共

済
組
合
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
）

に
分
か
れ
て
い
た
被
用
者
年
金
制
度

（
民
間
企
業
や
官
公
庁
等
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
人
が
加
入
す
る
年
金
）
が

厚
生
年
金
制
度
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
27
年
10
月
以
降
、
厚
生
年
金

の
決
定
・
支
払
い
は
、従
来
ど
お
り
、

厚
生
年
金
被
保
険
者
期
間
分
は
日
本

年
金
機
構
、
共
済
組
合
等
加
入
期
間

分
に
つ
い
て
は
各
共
済
組
合
等
で
行

い
ま
す
。
平
成
27
年
10
月
以
降
に
受

給
権
が
発
生
し
た
厚
生
年
金
に
関
す

る
届
書
等
は
、日
本
年
金
機
構
（
年
金

事
務
所
）
又
は
各
共
済
組
合
等
の
ど

の
窓
口
で
も
受
付
し
ま
す
（
障
害
給

付
の
届
書
等
の
一
部
を
除
く
。）。

主
な
変
更
事
項

◆
年
金
事
務
所
で
の
年
金
相
談

・
共
済
組
合
等
が
支
払
っ
た
年
金
額

等
、
共
済
組
合
等
の
被
保
険
者
記
録

や
受
給
資
格
の
有
無
に
関
す
る
照
会

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆
届
書
等
の
受
付

・
「
年
金
加
入
期
間
確
認
通
知
書
」

や
「
年
金
証
書
」
等
、
原
則
と
し
て

添
付
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

◆
年
金
の
決
定
・
支
払
い

・
老
齢
厚
生
年
金
及
び
遺
族
厚
生
年

金
に
つ
い
て
は
、
加
入
期
間
ご
と
に

各
実
施
機
関
（
年
金
機
構
・
国
家
公

務
員
共
済
等
）が
決
定
・
支
払
い

・
障
害
等
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
初

診
日
又
は
死
亡
日
に
加
入
し
て
い
た

実
施
機
関
が
年
金
額
を
計
算
し
、
決

定
・
支
払
い

◆
そ
の
他

・
年
金
額
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

百
円
単
位
か
ら
一
円
単
位
に
変
更

問
合
せ

　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所 
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
10
月
16
日（
金
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
両
日
と
も
雨
天
決
行（
荒
天

中
止
）

参
加
料
　
５
０
０
円（
中
学
生

以
下
は
無
料
）、
弁
当
・
飲
み

物
・
雨
具
等
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　

　
内
海
公
民
館 

℡
８
５
―

１
０
２
１
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福
祉
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

高
齢
者
共
同
住
宅
等
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
高
齢
者
支
援
課
か
ら

住宅名称及び所在地 構造 間取り 月額家賃

愛南町城辺ふれあい住宅（2号室）
城辺甲2366番地

木造2階建て
2LDK

（59.16㎡）
29,000円

※入居には連帯保証人が2名必要で、敷金は月額家賃の3か月分、共益費は別途必要です。

　なお、入居まで多少時間のかかる場合もあります。

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
城
辺
高
齢
者
共
同
住
宅
及
び
内
海
高
齢
者
生

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
65
歳
以

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
で
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
に
安
心
し

て
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
設
で
す
。

申
込
受
付
期
間
　
10
月
８
日（
木
）〜
19
日（
月
） 

※
申
込
用
紙
は
高
齢
者
支
援
課
及
び
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

　
施
設
の
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
、
募
集
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

募
集
の
概
要

名
　
称

城
辺
高
齢
者
共
同
住
宅

内
海
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
居
募
集
数

１
人
世
帯
用

１
室

１
人
世
帯
用

１
室

入
居
費
用

及
び
使
用
料

月
額
　
　
　
　 

１
５
，０
０
０
円

月
額
２
，０
０
０
円
〜（
入
居
者
の

年
間
収
入
額
か
ら
算
定
）

敷
金

２
か
月
分
の
使
用
料
に
相
当
す
る

額

３
か
月
分
の
使
用
料
に
相
当
す
る

額

個
人
負
担

食
事
費
用
　
　 

１
８
，０
０
０
円

電
気
使
用
料
　
　
　
実
費
負
担

共
同
施
設
の
維
持
・
運
営
に
要
す

る
費
用
　
　
　 

　
２
，０
０
０
円

食
事
費
用
　
　
実
費
負
担（
自
炊
）

電
気
使
用
料
　
　
　
　
実
費
負
担

入
居
要
件

愛
南
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

生
活
費
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
収
入
等
が
あ
り
、
所
定
の
入
居
費

用
が
負
担
で
き
る
こ
と
。

自
己
で
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

共
同
生
活
に
適
応
で
き
る
こ
と
。

問
合
せ

高
齢
者
支
援
課 

℡
７
２
―
７
３
２
５

内
海
支
所 

℡
８
５
―

０
３
１
１

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
福
祉
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

福
祉
住
宅
の
概
要（
上
表
の
と
お
り
）

申
込
受
付
期
間
　
10
月
８
日（
木
）〜
19
日（
月
）

入
居
者
資
格
　

（
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
。）

　
⑴
愛
南
町
内
に
引
き
続
き
２
年
以
上
住
所
を
有
す

る
こ
と
。

　
⑵
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
こ
と
。

　
⑶
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

　
⑷
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
20
歳
以
上
の
同
居
者
の

い
る
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

　
⑸
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
身
体
上
の
障
害
が
１
級
若
し
く

は
２
級
の
者
で
あ
る
こ
と
。

　
⑹
自
立
し
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
世

帯
で
あ
る
こ
と
。

　
⑺
入
居
申
込
者
全
員
に
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ

と
。

　
⑻
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
全
員
が
暴
力
団
員
（
暴

力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
第
２
条
第
６
号
の
規
定
に
よ
る
）
で
な

い
こ
と
。

　
⑼
入
居
者
の
人
数
は
、
２
人
程
度
の
世
帯
で
あ
る

こ
と
。

申
込
み
　
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
又
は
各
支
所
で

入
居
の
申
込
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２
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福浦小学校で開催された昨年の

アンサンブルコンサートの様子

文
化
芸
術
体
験
事
業

「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す

■
生
涯
学
習
課
か
ら

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
建
設
課
か
ら

『
あ
い
な
ん
減
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
in
久
良
』
を
開
催
し
ま
す

■
防
災
対
策
課
か
ら

平
成
27
年
度
愛
南
町
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

「
貝
殻
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
「
文
化
芸
術
に
よ

る
子
ど
も
の
育
成
事
業
（
巡
回
公
演

事
業
）
」
の
一
環
で
、
本
町
出
身
の

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
吉
本
宗し

ゅ
う
じ司
さ
ん

を
招
き
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
程
　
10
月
16
日（
金
）  

　
一
本
松
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
　
午
前

　
内
海
中
学
校
体
育
館
　
午
後

※
時
間
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

入
場
料
　
無
料

　
ま
た
、
翌

日（
17
日
）に

は
御
荘
文
化

セ
ン
タ
ー
で

「
第
７
回
愛

南
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
サ

ー
ト
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
方
法
等
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１

　
国
土
交
通
省
で
は
、
９
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
、
自
動
車
の
使
わ
れ
方

な
ど
を
調
べ
る
「
全
国
道
路
・
街
路

交
通
情
勢
調
査
（
自
動
車
起
終
点
調

査
）」
を
実
施
し
ま
す
。

　
自
動
車
起
終
点
調
査
は
、
自
動
車

を
保
有
す
る
事
業
者
や
個
人
を
無

作
為
に
選
定
し
、
自
動
車
の
利
用
実

態
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
だ
く
調
査

で
す
。
調
査
結
果
は
、
道
路
の
計
画

や
管
理
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
と
な

る
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
調
査

の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 

℡
０
１
２
０
―

９
４
６
―

２
１
１

※
受
付
時
間
　
９
時
〜
18
時

　（
日
曜
祝
祭
日
を
除
く
。）

　
愛
媛
大
学
防
災
情
報
研
究
セ
ン

タ
ー
が
文
部
科
学
省
の
委
託
を
受
け

て
本
町
で
実
施
し
て
い
る
「
地
域
防

災
対
策
支
援
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
の
一
環
で
、
自
発
的
な
減
災
意

識
の
醸
成
を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。

日
時
　
10
月
11
日（
日
） 

14
時
〜
16
時

場
所
　
久
良
公
民
館

問
合
せ

　
防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１

　
戦
没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
の
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

「
愛
南
町
戦
没
者
追
悼
式
」
を
行
い

ま
す
。
ご
遺
族
の
方
々
や
町
民
の
皆

様
の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
22
日（
木
） 

11
時
〜
12
時

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課

　 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
で
は
、「
貝
殻
を
使
っ
た
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
り
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
24
日（
土
） 

10
時
〜

場
所
　
農
家
民
宿

　
　
　「
花
ご
よ
み
」（
城
辺
甲
）

定
員
　
10
名
（
先
着
順
）
※
５
名
未

満
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

体
験
料
　
１
人
　
１
，０
０
０
円

申
込
締
切
日
　
10
月
19
日（
月
）

問
合
せ

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
７
２
―

７
３
１
１
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10
月
は
「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」
で
す

愛
媛
県
か
ら

第
４
回
あ
い
な
ん
医
療
研
修
会
、開
催
し
ま
し
た

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

　
毎
年
、
約
６
，０
０
０
人
の
方
が
、
突
然
、
白
血
病
な
ど
の
血
液
難

病
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
「
骨
髄
液
や
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
（
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
移

植
）」
と
い
う
あ
な
た
の
善
意
が
、
骨
髄
移
植
等
以
外
に
治
療
法
の
な

い
、
白
血
病
や
重
症
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
血
液
難
病
患
者
さ
ん
の

命
を
救
い
ま
す
。

　
骨
髄
移
植
等
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
患
者
さ
ん
と
骨
髄
等
提
供
者

（
ド
ナ
ー
）の
白
血
球
の
型（
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
）を
一
致
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
は
兄
弟
姉
妹
間
で
４
分
の
１
、
他
人
で
は
数

百
〜
数
万
分
の
１
の
確
率
で
し
か
一
致
せ
ず
、
ま
だ
多
く
の
患
者
さ
ん

が
骨
髄
移
植
等
を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。

　
ド
ナ
ー
登
録
は
約
２
㎖
の
採
血
で
済
み
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
患

者
さ
ん
を
救
う
た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の
ド
ナ
ー
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
愛
媛
県
で
は
「
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
窓
口
」
を
次
の
施
設
で
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
、
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
健
康
な
方
の
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
愛
媛
県
内
の
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
窓
口
】

大
街
道
献
血
ル
ー
ム
、
西
条
保
健
所
、
今
治
保
健
所
、
八
幡
浜
保
健

所
、
宇
和
島
保
健
所

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
に
よ
り
登
録
窓
口
の

開
設
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

県
庁  

薬
務
衛
生
課 

℡  
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
９
１

（
公
財
）日
本
骨
髄
バ
ン
ク 

℡  
０
１
２
０
―

４
４
５
―

４
４
５（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

）

お知らせ

　
９
月
５
日
、
あ
い
な
ん
医
療
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
兵

庫
県
丹
波
市
に
あ
る
丹
波
新
聞
社
記

者
の
足
立
智と

も

和か
ず

氏
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
、「
地
域
が
医
療
を
守
る
」と

題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
に
先
立
っ
て
、
愛
南
町
保
健
福

祉
課
か
ら
医
療
を
守
り
育
て
る
た
め

の
町
独
自
の
取
組
に
つ
い
て
、
消
防

本
部
か
ら
は
救
急
車
の
年
間
搬
送
件

数
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
足
立
氏
の
講
演
で
は
、
住
民
が
立

ち
上
げ
た
「
県
立
柏
原
病
院
の
小
児

科
を
守
る
会
」
の
取
組
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
医
療
者
と
住

民
が
、
共
に
力
を
合
わ
せ
て
医
療
を

作
り
上
げ
る
大
切
さ
や
、
「
子
ど
も

を
守
ろ
う
」
だ
け
で
な
く
「
お
医
者

さ
ん
を
守
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

　
町
内
の
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先

生
方
は
、
激
務
の
中
、
「
早
く
元
気

に
な
る
よ
う
に
」
と
、
私
た
ち
患
者

を
診
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？
私
自
身
、
守
る
会
に
入

る
ま
で
は
、
「
診
て
く
れ
て
当
た
り

前
」、「
近
く
の
病
院
に
先
生
が
い
な

く
な
る
の
は
困
る
」、「
応
援
の
先
生

ば
っ
か
り
っ
て
ど
う
な
の
？
」
な
ど

な
ど
、
患
者
側
の
思
い
し
か
考
え

て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
先
生
た
ち
っ
て
大
変
」、「
遠
く
か

ら
た
く
さ
ん
の
先
生
が
助
け
に
来
て

く
れ
て
い
る
」、「
先
生
い
つ
も
あ
り

が
と
う
」。
守
る
会
に
入
っ
て
、先
生

や
病
院
を
思
う
気
持
ち
の
大
切
さ
を

感
じ
、ま
た
、今
回
の
講
演
で
そ
れ
を

再
確
認
す

る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。

　
最
後
に
、

研
修
会
に

参
加
く
だ

さ
っ
た
町

民
の
皆
様
、

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡  
７
３
―

２
２
８
８

（
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
内
）

ainan.m
am
oru@
g
m
ail.com
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1236）までお
問い合わせください。

　無料で司法書士が相談を

お受けします。

※1回の相談人数は5人まで

で事前予約が必要です。定

員に達した場合は受付を終

了します。

　１０月１３日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　１０月２１日（水）14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

労
働
保
険
料
の
納
付
期
限
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

愛
媛
労
働
局
か
ら

後
期
高
齢
者
の
歯
科
口
腔
健
診
が

始
ま
り
ま
し
た

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

愛
媛
労
働
局
か
ら

　
労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）料
の
第
２
期
分
の
納
付
期
限
は

11
月
２
日（
月
）で
す
。

　
事
業
主
の
皆
様
へ
は
10
月
21
日
頃
に
納
付
書
を
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

　
愛
媛
労
働
局
　労
働
保
険
徴
収
室 

℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
０
２

お知らせ

　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
今
年
９
月
か
ら
無
料
歯

科
口
腔
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
歯
の
健
康
は
非
常
に
重
要
で
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
歯
科
口
腔
健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
で
き
る
方
　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方

◆
た
だ
し
、
次
の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
病
院
又
は
診
療
所
に
６
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
て
い
る
方

・
施
設
等
へ
入
所
・
入
居
し
て
い
る
方

受
診
方
法
　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
電
話
等
で
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
希
望
者
に
、ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
を
受
け
取
っ
た
方
は
、
受
診
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
・
受
診
回
数
　
平
成
28
年
２
月
29
日（
月
）ま
で
の
期
間
内
に

お
い
て
１
回

実
施
場
所
　
県
内
登
録
医
療
機
関
（
愛
南
町
の
歯
科
医
院
は
、
す
べ
て

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。）

※
愛
南
町
以
外
の
登
録
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
　
な
し

※
昭
和
13
年
４
月
１
日
〜
昭
和
14
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
で

最
近
歯
科
の
受
診
が
な
い
方
に
は
、
受
診
を
お
勧
め
す
る
通
知
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

健
診
の
申
込
み
及
び
問
合
せ

　

　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　事
業
課
医
療
給
付
係 

℡
０
８
９
―

９
１
１
―

７
７
３
３

お知らせ

　
県
内
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
愛
媛
県
最
低
賃
金
」
の
改

正
に
伴
い
、
平
成
27
年
10
月
３
日
以
降
分
と
し
て
労
働
者
に
支
払
う
賃

金
は
、
１
時
間 

６
９
６
円
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
低

賃
金
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
い
場
合
、
50
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　
愛
媛
労
働
局
　賃
金
室 

℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
０
５

　
宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
６
５
５

お知らせ
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薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

愛
媛
県
か
ら

南
宇
和
病
院
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た

■
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

10
月
に
赴
任
し
た
医
師
を
紹
介
し
ま
す

■
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

　
10
月
17
日（
土
）〜
23
日（
金
）は
「
薬
と
健
康
の
週
間
」
で
す
。

　
お
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
、
よ
り
安
全

に
効
果
的
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
使
用
す
る
前
に
薬
の
添
付
文
書（
能
書
）を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

◇
用
法
・
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◇
薬
の
形（
剤
形
）に
あ
っ
た
服
用
方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◇
薬
の
飲
み
合
わ
せ（
相
互
作
用
）に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
高
齢
者
の
薬
の
使
用
に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
薬
は
正
し
く
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

◇
古
い
薬
の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　
県
庁 

保
健
福
祉
部
健
康
衛
生
局
薬
務
衛
生
課

 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
９
１

　
　
　
　 

（
一
社
）愛
媛
県
薬
剤
師
会 

℡
０
８
９
―

９
４
１
―

４
１
６
５

お知らせ

　
県
立
南
宇
和
病
院
で
は
９
月
５

日
、
６
日
に
県
立
中
央
病
院
に
勤
務

し
て
い
る
研
修
医
を
招
き
、
見
学
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
研
修
医
に
愛
南
町

の
魅
力
や
地
域
医
療
の
す
ば
ら
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
、
将
来
、
愛
南
町

に
来
て
い
た
だ
く
た
め
の
き
っ
か
け

作
り
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
ツ
ア
ー
で
は
、
愛
南
町
の
西
口
源げ

ん

一い
ち

保
健
福
祉
課
長
が
愛
南
町
の
風
土

や
産
物
な
ど
を
紹
介
し
、
当
院
医
師

が
病
院
紹
介
や
地
域
医
療
体
験
談
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
御
荘
病
院
の
長
野
敏と

し

宏ひ
ろ

院

長
が
、
精
神
医
療
・
保
健
福
祉
活
動

を
通
し
た
町
づ
く
り
の
紹
介
を
、
松

本
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
松
本
毅

つ
よ
し

院
長
が
、

地
域
医
療
に
お
け
る
医
師
の
役
割
に

関
す
る
講
演
と
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
夜
の
交
流
会
で
は
、
南
宇
和
郡
医

師
会
や
地
元
団
体
、
住
民
と
の
親
交

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
研
修
医
か
ら
は
、
「
地
域
が
一
丸

と
な
っ
て
医
療
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
を
感
じ
た
」、「
自
分
な
り
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
地
域
医
療
に
取

り
組
み
た
い
」
と
い
う
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
内
科
　
髙
橋
龍た
つ

徳の
り

医
師
】

　
県
立
中
央
病
院
で
循
環
器
内
科
医
と
し

て
従
事
し
、
こ
の
10
月
か
ら
総
合
内
科
医

と
し
て
県
立
南
宇
和
病
院
に
赴
任
し
ま
し

た
。
県
立
南
宇
和
病
院
で
の
勤
務
は
、
今

回
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

愛
南
町
の
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ

う
精
一
杯
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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－備えあれば憂いなし－

Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
か
ら

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
お
悩
み
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

愛
媛
労
働
局
か
ら

－あいなん音故地新－
　９月の関東は梅雨以上に雨、雨、雨。家の中も心もジメっとしてしまいそうな日々が続

いた。東京にいても酷い雨やと思ったけど、それ以上に北関東では豪雨が続いたんやろ

う。そして、茨城や宮城で水害が起こった。津波を思い起こすような光景に胸が苦しくな

る。テレビに釘付けになりながら一人、一人救助されていく様子や現地の方々のインタ

ビューを聞いた。

　“もっと早く避難指示が出ていれば…”、“まさか決壊するなんて…”。そんな声が聞こえた。

自然災害は誰にも予知できん。予測ができん。いつどこで何が起こるのか知る術もない。

自分を守れるのは自分だけ。“今まで大丈夫やったから大丈夫やろう”、“避難指示が出てな

いから危なくないやろう”っていう気持ちは捨ててほしい。常に危機感を持って備えてほ

しい。

　愛南町は海の町。いつどんなことがきっかけで津波がくるかなんて誰にもわからん。

これを機にもう一度考えてほしい。“もしも”のときに備えてほしい。何かが起こったと

き、できるだけ悲しみが少ないように。どうか、どうかもう一度。備えあれば憂いなし。

　　　　（テノヒラkiku）

　
平
成
27
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
生
か
し
、
発
展
途
上
国
で
現
地
の

人
々
と
協
働
し
な
が
ら
国
づ
く
り
に
協
力
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
種
類
　
①
青
年
海
外
協
力
隊
／
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象
　
平
成
27
年
11
月
２
日
現
在
、
①
は
満
20
歳
〜
満
39
歳
、
②
は
満

40
歳
〜
満
69
歳  

※
日
本
国
籍
を
持
つ
方

応
募
締
切
日
　
11
月
２
日（
月
）  
消
印
有
効

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
書
類
（
健
康
診
断
書
を
含
む
。）
を
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
募
集
説
明
会
を
10
月
17
日（
土
）、
松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国 

℡
０
８
７
―

８
２
１
―

８
８
２
４

お知らせ

　
愛
媛
労
働
局
雇
用
均
等
室
で
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
し
、
労
働

者
等
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

・
パ
ー
ト
か
ら
正
社
員
に
な
れ
な
い
の
？

・
正
社
員
は
昇
給
す
る
の
に
、
パ
ー
ト
は
何
年
働
い
て
も
同
じ
賃
金
？

・
育
児
休
業
を
取
得
し
た
ら
復
帰
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。

・
職
場
で
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
困
っ
て
い
る
。 

な
ど
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
、
育
児
休
業
等
に
関
し
て
日
頃
疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
日
時
　
11
月
９
日（
月
）〜
13
日（
金
）  

９
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

℡
０
１
２
０
―

９
５
３
―

４
４
１

問
合
せ

　
愛
媛
労
働
局　
雇
用
均
等
室 

℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
２
２

お知らせ
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THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※11月の引取日は、4日、11日、
18日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

内海診療所
柏 TEL85-0341

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

福浦診療所
福浦 TEL83-0510

西本病院
御荘平城 TEL73-2121
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新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（11月の収集は6日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（11月の収集は20日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（11月の収集は2日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（11月の収集は26日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（11月の収集は12日）

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　10：00～11：30

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　12：30～14：00

第49回 南宇和郡中学校
新人総合体育大会
●南レク城辺球場ほか
   8：30～16：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●城辺保健福祉センター
　9：00～10：30、12：30～14：00

11月の主な行事予定
  7日（土）
　〃
  8日（日）
14日（土）
15日（日）
　〃
18日（水）
21日（土）
28日（土）
29日（日）

10：00～11：00
9：00～17：00
9：00～16：00
8：30～16：00
8：20～16：00
9：00～17：00
12：30～16：00
13：30～15：00
9：00～16：00
9：00～13：00

御荘防火パレード
愛南町文化祭
愛南町文化祭
トレッキング・ザ・空海あいなん（松尾坂へんろ道）
トレッキング・ザ・空海あいなん（柏坂へんろ道）
第14回愛南町ラケットテニス大会
第32回 愛南町クロッケー親睦交流大会
生涯学習講座
なーしくんのおもてなーしスイーツフェスタ（仮称）
正木の花とり踊り

愛南警察署前～御荘夢創造館
御荘文化センター、城の辺学習館
御荘文化センター、城の辺学習館
宿毛市野球場～御荘文化センター
DE・あ・い・21～嵐坂（風園）
御荘B&G海洋センター体育館
南レク御荘多目的広場
御荘文化センター
ホテルサンパール3階大広間
歓喜光寺ほか

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

第27回 南宇和こころの
健康大学講演会 
●一本松山村開発センター
  10：00～12：30

であい ふれあい 
愛南フェスタ2015
●一本松山村開発センター
　10：00～14：00

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

あいなん磯釣大会2015
●内海・西海地域
　6：00～15：00

愛南サッカーフェスティバル
2015 小学生女子の部
●南レク城辺球技場
   10：00～15：30
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福浦診療所

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）内海診療所

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：50

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：50

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：50

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（11月の収集は10日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（11月の収集は16日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（11月の収集は24日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（11月の収集は4日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（11月の収集は18日）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30～11：30

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　10：00～11：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘菊川農村研修センター
　12：30～14：00

1歳6か月児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H26年1月1日～2月28日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

3歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H24年7月1日～8月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

乳児栄養相談「もぐもぐ教室」
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●城辺保健福祉センター
　9：00～10：30、12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●城辺保健福祉センター
　12：30～14：00

２０１５年
平成２７年１０月暮らしカレンダー

若者しごと相談会
●御荘支所2階 13：00～15：30

愛南まるゴチ秋の味覚祭
●レクザム愛南工場敷地内
   9：30～15：00

一本松地域文化発表会
●一本松山村開発センター
　10：00～15：00

第35回 南宇和郡小学校
陸上競技大会
●南レク城辺多目的広場
　8：30～15：00

第11回 スポーツフェスタ 
IN愛南
●南レク城辺球場ほか
　8：30～17：00

愛南サッカーフェスティバル
2015 キッズの部
●南レク城辺球技場
   9：00～12：30

特設行政相談
●城の辺学習館
  13：00～15：00

ふるさと一本松祭
●一本松地域 10：00～14：00

内海地域文化発表会
●内海中学校　9：00～16：00

西海地域文化発表会
●西海体育館　9：30～13：00

第11回 愛南町スポーツ少年大会ソフトボール競技
●南レク城辺多目的広場
   8：30～15：00
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愛南ミニバスケットボールクラブ

グラウンドゴルフの大会風景

　国内最高峰の障害者水泳大会と位置づけられている「2015 ジャパンパラ水泳競技大会」が東京辰巳国際水

泳場で開催され、本町から中道穂
ほ の か

香さん ( 御荘中 3年 ) が出場しました。

　中道さんは大舞台にも臆することなく堂々とした泳ぎを見せ、出場した

3種目すべてで入賞を果たしました。
【中道さんの出場種目と成績】

女子 50m自由形 (S9 クラス )

女子 100m 自由形 (S9 クラス )

女子 100m 背泳ぎ (S9 クラス )

中道穂香さん、ジャパンパラ水泳に出場
9/5-6

　春野総合運動公園 ( 高知市 ) で開催された「第 13 回四国一般男子
ソフトボール大会」に本町からバッドボーイズが愛媛県代表として
初出場し、準優勝という見事な成績を収めました。
　バッドボーイズは決勝戦での愛媛県勢対決に惜しくも敗れたもの
の、バッテリーを中心とした鉄壁の守りで 1回戦を完封勝ちするな
ど、四国 4県の予選を勝ち抜いた強豪チームを相手に堂々とした戦
いをみせました。
【大会での戦績は次のとおり】

1回戦

準決勝

決　勝

ソフトボール四国大会でバッドボーイズが
準優勝

8/23

2 位 35 秒 86

2 位 1 分 17 秒 00

3 位 1 分 26 秒 27

　南レク御荘公園多目的広場ほかで「愛媛スポーツ・レクリエーション

祭 2015」の愛南町予選会が、クロッケーとグラウンドゴルフの両競技

で行われ、愛媛県大会の出場権を懸けて熱戦が繰り広げられました。県

大会の出場権を得た選手は、10 月下旬から松山市などの各会場で行わ

れる「愛媛スポレク祭 2015」に愛南町代表として出場します。
【愛媛スポレク祭 2015 に出場する選手・チームは次のとおり ( 敬称略 )】

クロッケー大会 (8 月 6日 ( 木 )、南レク御荘公園多目的広場 )

　一般の部 ( 年齢不問 )   優勝 山出 B

　シニアの部 (60 歳以上 )　優勝 灘

　グランドシニアの部 (70 歳以上 )　優勝 僧都

グラウンドゴルフ大会 (9 月 12 日 ( 土 )、旧西海中学校グラウンド )

　総合の部　1位 武久茂
し げ こ

子　2位 橋本敏
と し お

雄　3位 上村秀
よ し の り

典　ほか

　　　　　　（上位 25 名が県大会に出場）

県大会出場を懸け熱戦
8/6、9/12

クロッケー大会各部門優勝チームの皆さん

　愛南ミニバスケットボールクラブ (MBC) が、宇和島市総合体育

館で開催された「平成 27 年度南予ミニバスケットボール大会 ( 兼

スポレク祭 2015 南予予選 )」で優勝し、10 月 24 日 ( 土 ) に松山

市で開催される「スポレク祭 2015」への出場権を獲得しました。

　出場 15 チームを 4ブロックに分けた予選リーグを全勝で突破し

た愛南MBC は、決勝トーナメントでも鍛えられた攻守が冴えわた

り、決勝戦では強敵の明城 (宇和島市 )を 48対 28で圧倒するなど、

盤石の強さで頂点に立ちました。県大会での活躍も期待されます。

攻守好調の愛南MBC、スポレク県大会へ
9/6、13

1-0 吉野川愛好 RC( 徳島県 )

5-2 三里クラブ ( 高知県 )

2-5 TRC( 愛媛県 ) 
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キラッ

あいな
んスポ

ーツ
　 「愛媛県小学生相撲選手権大会」が県総

合運動公園相撲場で開催され、福原丈
じょういちろう

一朗

くん ( 平城小 3 年生 ) が学年別に行われた

個人戦で優勝しました。福原くんは一昨年、

昨年も同大会を制しており、3連覇達成と

なりました。

 　「相撲が大好きです」と、笑顔たっぷりに

話す福原くん。目標は「全国大会に出て優

勝すること」と目を輝かせます。

　小学 4年生からは大会優勝者が全国大会

への出場権を得ることになっており、「今か

ら楽しみ」と、目標に向かって日々練習に

励んでいます。

福原丈一朗くん、県小学生
相撲選手権で3年連続優勝

8/9

　御荘 B&G 海洋センター相撲場で「第 11 回愛
南町スポーツ少年大会相撲競技」が開催され、
町内の小学生 31 人が参加しました。
　参加した子ども力士は保護者などから大きな
声援を受け、気合の入った力強い取組を見せま
した。
【大会結果は次のとおり ( 敬称略。優勝、準優勝のみ掲

載 )】

個人戦
 1 年生の部　優勝 西口昌

まさ な り

成 ( 緑 )

　　　　　　準優勝 田野泰
た い と

都 ( 城辺 )

 2 年生の部　優勝 二神彰
あ き と

希飛 ( 城辺 )

　　　　　　準優勝 尾崎永
えい し ん

真 ( 平城 ) 

 3 年生の部　優勝 福原丈
じょういちろう

一朗 ( 平城 )

　　　　　　準優勝 西口昌
まさ と し

寿 ( 緑 )

 4 年生の部　優勝 高魚 涼
りょう

( 家串 )　準優勝 小川大
だ い と

飛 ( 家串 )

 5、6 年生の部　優勝 橋本柊
と う わ

羽 ( 平城 )　準優勝 菅原志
し き

紀 ( 平城 )

団体戦

 低学年の部　優勝 平城スポーツ少年団 A   準優勝 家串スポーツ少年団

 高学年の部　優勝 家串スポーツ少年団　　準優勝 平城スポーツ少年団 A

子ども力士、はっけよい
8/23

3 年生個人戦を制した福原丈一朗くん

1回戦の宇和島南中等教育学校前期戦。左の写真は、先制シュートを放つ南宇和高校の和泉真
ま お

央さん (写真中央 )

　南レク城辺公園球技広場
で「愛南サッカーフェスティ
バル 2015 U-18 女子の部」
が開催されました。大会には
地元南宇和高校のほか、宇和
島南中等教育学校前期、後期、
小松高校の 4校が出場して
熱戦を繰り広げました。南宇
和高校は、善戦及ばす 4 位
で大会を終えました。

めざせ !
なでしこジャパン

8/16

各学年の優勝、準優勝者
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今月の笑顔パチリ
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　月曜日
　火・木曜日
●園庭・保育室開放
　水・金曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日
　土曜日

12:00 ～ 17:00
8:00 ～ 13:00

8:00 ～ 17:00

8:00 ～ 17:00
8:00 ～ 12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 TEL72-4328

問合せ

生涯学習課内 TEL73-1111

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　月・水・金曜日
●園庭等開放
　火・木曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日

出張ひろば「うみの子」　では
●サークル活動（出張場所：西海支所2階）
　第 3木曜日

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 17:15

10:00 ～ 11:30

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　日～金曜日 10:00 ～ 16:00

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て (電話 ) 相談

 8日（木）、22日（木）       13:00 ～ 15:00
 その他の曜日はお問い合わせください。

長月保育所

一本松保育所

10 月の子育てサポートご案内

問合せ

御荘保育所内 TEL72-0598

緑保育所

15 日 ( 木 )　　　　  親子遠足
場所 : サンパールコミュニティ広場

9日（金）、21日（水） は御荘夢創造館
で行います。

16日（金） 育児講座 ( ミニミニ運動会 )

問合せ

プラザじょうへん内 TEL73-2288
※詳しくは「こぶた通信」に記載

 6 日（火） 10:30 ～ 11:30『おはなし会』

13日（火） 10:30 ～ 11:30『ベビーマッサージ交流』
乳児親子 &妊婦 ※要予約 

14日（水） 出張『わんぱく』 ※要予約
親子バス遠足&ミニ運動会

23日（金） 10:30 ～ 11:30『親子ヨガ』 
※要予約 

27日（火） 子育てセミナー 『発達と関わり』

26日（月） 10:30 ～『表現遊びワークショップ』 
あいなん幼稚園体育館      ※要予約 
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　神
無
月
愛
南
文
芸

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。
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河
上

明
美

8月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

8月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年
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愛なん食育推進 愛なん「四季」の旬レシピ 第64回 19

　本町の深浦漁港は、四国一のカツオの水揚げ量を誇っています。カツオ
は、血合の部分に多くの栄養が含まれており、栄養価の高さはレバー並み
といわれています。

使用している愛南産の農水産物「カツオ」

カツオは一口大のそぎ切りにし、しょうが
の搾り汁、酒をふり、10分ほどおく。

しょうがは皮をむいて千切りにし、白ねぎ
はみじん切りにする。しょうがの半量とA
を合わせ、たれを作っておく。

カツオの水気を軽くふきとり、片栗粉を全
体にまぶし、170℃の揚げ油で色よく揚げ
る。

カツオを皿に盛り、熱いうちに②のたれを
まわしかけ、残しておいたしょうがを散ら
す。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL(0895)72-1211 FAX(0895)72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編集後記
　25年間、地域を盛り上げてきた「県境篠山騒動どろんこサッカー大会」
が今年の開催を最後に幕を下ろしました。地元有志の皆さんが企画・運営
する手作り感いっぱいで温かみのあるこのイベントには、町内外に多くの
ファンがいることを、取材を通して改めて感じました。
　泥だらけになってプレーする選手の皆さんを見ていると、童心に帰って
心から楽しんでいることが伝わってきます。大会に常連チームが多いのは、
「泥まみれの戦い」を一度経験するとやめられないほど楽しいからかもしれ
ません。
　大会が終了し、「今までありがとう」という感謝の気持ちが関係者の皆さ
んの心の中にあふれる一方、近い将来の復活を期待している熱烈な“どろ
んこファン”も大勢いるのではないでしょうか。

作り方

～愛なん食育レシピ集より～

①

②

③

○愛南
漁協職

員さん
の声

びやび
やかつ

おは、

鮮度抜
群 !1年

に2度

ある旬
を楽し

んでく

ださい
。

揚げカツオの香味だれかけ

④

愛南町の世帯数と人口
平成 27 年 9 月 1日現在

10,700戸
23,229人
10,916人
12,313人

世帯数

人口

男

女

（ー6世帯）

（ー26 人）

（ー17 人）

（ー9人）
※( ) 内は前月比

●愛南町の
高齢化率

● 10 年前
同月の人口

38％

28,165 人

栄養価 (1 人分 )
エネルギー
たんぱく質
脂質
カルシウム
塩分

251kcal
22.3g
10.7g
57mg
3.0g

320g
大さじ 1
大さじ 3
1 かけ
1/2 本

大さじ1と1/2
大さじ4と1/2
大さじ4と1/2

大さじ 2
少々
適量

〈材料（4人分）〉
カツオ
しょうが搾り汁
酒
しょうが
白ねぎ
　　白ごま　　
　　しょう油
　　酢
　　砂糖
片栗粉
揚げ油

｛A

うみらいく海遊学!
～魚書句 (ぎょしょく）句会  ～

を開催します

カツオブルーからのお知らせ

　魚には旬があり、俳句の中では季語となり
ます。第3回「うみらいく海遊学」は、愛南
町の特産品の魚介を題材に俳句を創り、句会
を開催します。皆さん、俳句で「食欲」では
なく、「文化」の秋を楽しみましょう。

日時 10月29日（木） 9時30分～12時
内容 句会
募集人員　15 人

（先着順。定員になり次第締め切ります。）
場所 うみらいく愛南
参加料　　無料
テーマ　　「鰹」
その他　　

申込み・問合せ　うみらいく愛南 TEL73-7120

申込み後、テーマから3句作成し、

10月22日（木）までにうみらいく

愛南に提出してください（提出方

法は自由です。）。愛南町をイメー

ジした作品を期待しています !
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